
東
京
都
北
区
告
示
第
二
百
七
十
号 

 
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
空
家
等
の
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

空
家
等
に
つ
い
て
、
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
る
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
公
告
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
元
年
九
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
北
区
長 

 
 

 

花 

川 
 

 

與 

惣 

太 
 

一 

当
該
特
定
空
家
等
の
所
在
等 

 
 

所
在 

北
区
滝
野
川
二
丁
目
二
十
五
番
五
号
（
家
屋
番
号 

二
十
四
番
八 

地
番 

二
十
二
番
一
） 

 
 

構
造 

木
造
平
家
建 

床
面
積 
八
十
九
・
二
五
平
米 

 

二 

措
置
を
命
ぜ
ら
れ
る
べ
き
者
が
行
う
べ
き
措
置
の
内
容 

 
 

建
物
除
却
（
基
礎
を
除
く
。）
及
び
敷
地
内
残
置
物
の
撤
去 

 

三 

二
の
措
置
が
必
要
と
な
る
理
由 

 
 

屋
根
は
崩
落
し
、
外
壁
は
崩
れ
道
路
に
傾
い
て
い
る
状
態
が
認
め
ら
れ
、
周
辺
の
建
築
物
及
び
通
行
人
に
対
す
る
危
険
の
切
迫
性
が
高
く
、
こ
の
こ
と
が
、
そ

の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
等
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
に
該
当
す
る
た
め 

 

四 

措
置
の
期
限 

 
 

令
和
元
年
十
一
月
二
十
五
日 

 

五 

東
京
都
北
区
長
等
に
よ
る
措
置 

 
 

四
の
期
限
ま
で
に
二
の
措
置
が
行
わ
れ
な
い
場
合
は
、
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
る
べ
き
者
の
負
担
に
お
い
て
、
東
京
都
北
区
長
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任

し
た
者
が
、
当
該
措
置
を
行
う
。 


